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英語のコミュニケーション能力向上のための新しい学びと授業づくり

－ －ICTを活用した英語のブレンディッドラーニング

（同志社中学校・高等学校）反 田 任

18

１ 研究の目的

平成24年度から中学校で実施された新学習指導

要領にもとづき 「聞く 「話す 「読む 「書く」、 」 」 」

といった英語の総合的な４技能の定着を目指すた

め、 を活用したブレンディッドラーニングをICT

ベースにした授業を行い、その効果を検証・考察

。 、 、する 英語の授業においては 従来から一斉指導

個別学習、ペア学習、グループ学習や発表などさ

まざまな形態による指導が行われてきた。この研

究においては従来の指導法と の活用を組み合ICT

わせることにより、生徒の学力を確実に向上させ

て、自律的な学習姿勢を養うためのさまざまな方

策を探る。また の有効活用のあり方を模索しICT

検証する。さらに、パソコンやタブレットで活用

できる自作のデジタルテキストを作成し、 のICT

有効活用と「新しい学び」を追求する。

本校では各教科で専門的な学びを深める教育環

「 」 、境の創出をめざし 教科センター方式 を採用し

すべての教科教室にノートパソコン、プロジェク

、 、タ 電子黒板をはじめとする 機器が導入されICT

日々 を活用した授業を行っている。 を積ICT ICT

極的に活用することにより、学習者の関心・意欲

を引き出すだけでなく「従来型の授業」から学習

者の「学びのスタイル」を変えることが21世紀型

の学力を養う大きな力となるのではないかと考え

られる。

今回の研究は前述した英語授業における学習形

態と の活用を組み合わせることにより、従来ICT

、の学習形態をさらに効果的なものにするとともに

の利点を生かして教師→生徒の一方向の「学ICT

び」ではなく、教師と生徒、あるいは生徒同士が

双方向で「学びあう」という「新しい学び」の形

を作り出すことをめざした。

２ 研究方法

（１） を活用したブレンディッドラーニングICT

をベースにした授業を行い、生徒の英語運用能力

の中でリスニング力、音読の力の向上をはかり、

それが自由発話力（コミュニケーション能力）に

及ぼす効果を検証する。授業の中では生徒同士が

学びあう「協同学習」もすすんで取り入れる

（２） （ ）教材や自作WBT Web Based Training

デジタルテキストを作成、活用し、従来の教科書

やプリントなどの紙ベースの教材のみの学習と較

。べて学習者にどのような効果があるかを検証する

２.１ 授業例１ パソコン（ ）を用いてWBT

授業例１（ ）では “ ～”の表図１ 、 be going to

PowerPoint現を扱った 授業は ①プロジェクタと。 、

を用いて“ ～”の表現を一斉練習→②be going to

一人一台のパソコンを を利用した個別e-learning

学習→③個人で練習した をペアで練習→dialogue

④ペアで“ ”というタLet’s talk about our plan.

dialogue e-learning Webイトルで を作成する（ の

ページに入力）→⑤発表→⑥クリッカーで授業ア

ンケートという流れである。一斉学習の流れの中

で、一斉学習、個別学習はインプット、ペア学習

では学習者同士の「学び合い 、 ページへの」 Web

入力と発表ではアウトプットを行いながら学習内

容の定着をはかった。
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英語科学習指導案 2012年６月13日

同志社中学校・高等学校 反田 任

Bridland English Course I Lesson 8 GrammarFocus 3,4(1) 題 材

未来を表す表現 Be going to ～（肯定文・疑問文・否定文）

(2) 生 徒 同志社中学校 ２年Ｃ組生徒（女子19名 男子18名）

“Let's talk about our plant”(3) 本時の目標

前時までに学習した ～の表現を用いて を創作し、be going to dialogue
表現をしっかりと身につける

(4) 本時の展開（45分）

機器時間 指導過程 教師の働きかけ 生徒の反応･活動 使用する ICT

０ 先生の質問に答Greeting & "Hello, everyone. How are you?"
えるWarming up "What's the date today?"

パソコン(教師)"What's the weather like today?." etc
プロジェクタ※日付、天気などを提示する

の本文を聴き、音読練 画面を見ながらLesson 8 GF3,4
習をする 練習

パソコン(教師)５ の画面を見ながら解説と未来形のまとめ PowerPoint
英文の練習 パワーポイント

～の肯定文・疑問文・否定 の教材を用いるbe going to
文についてまとめをする

10 ペアで練習 ２人一組になって音読の練習、お互い プリントを用い

にチェックしあう て

"let's talk about our plan!"15 グループワーク

パソコン(生徒)①課題の説明、グループワークの指示 ①画面を見て視

聴する

２人一組でアイデ② ～を使った の ②be going to dialogue
アを出し合い、レポ例をパソコンで紹介する

ートする( に書Web
き込む）

③机間巡視してアドバイスをしたり、 ③英文を読む練

進行状況を見る 習をする

２，３組が前で発表35 発 表 ２，３組に前に出て発表させる

(画面を見ながら)

40 まとめ ①学習した内容は 難しかった クリッカーで答

クリッカーふつう える

簡単であった
評 価

②授業は わかりやすかった

ふつう

わかりにくかった

図１ 授業のすすめ方
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画像４

最後に映像に合わせてアフレコをする感じで発表

する （ ）この授業では「聞く」→（教科書。 画像４

を見ながら 「読む」→（感情をこめて 「話す」） ）

という練習を通して学習者が共に学び合い、単純

に英文を暗唱するより学習効果が大きい。また場

面に応じた発話をする練習にもなり、コミュニケ

ーション力もあわせて養うことができる。

２.３ 授業例３ タブレット（ ）を用いてiPad

授業例３ではタブレット( )を用いた授業とiPad

アンケートをもとにした学習者のタブレットに対

する意識を紹介したい。

タブレットに対する学習者の意識（授業前）２.３.１

に代表されるタブレット による授業実iPad PC

践もフューチャースクール対象校をはじめ、各地

で進み、教育界で注目をあびている。では学習者

のタブレット に対する意識はどうか。授業開PC

始前に調査した結果は表１の通りである。(対象：

中学２年生 94名)

表１ タブレット に対する意識調査PC

質 問 選 択 肢 割合(%)

何度もある 29.8
を今までに使っiPad

２,３回触った 41.5
たことがありますか

今日がはじめて 28.7

むずかしい 4.3
の操作は難しiPad

ふつう 35.5
いですか

簡単だった 60.2

かなり効果がある 43.0iPad は学習で用い

ると効果があると思 効果がある 50.5

あまり効果はない 6.5
いますか

強く希望する 57.5iPad を用いていろ

いろな授業を受けて 受けてみたい 37.5

受けたいとは思わない 5.0
みたい

＊ ＊＊画像１ 画像２

＊個別学習 ＊＊ ペアで を作るdialogue

ページに提出された生徒の の一例画像３ Web dialogue

２.２ 授業例２ を用いてDVD

“A Pot of Poison” New Crown授業例２では （

三省堂）のスキットを扱い、グEnglish Series 2

ループ発表を行った。グループごとに映像の入っ

た をパソコンで再生しながら音読練習し、DVD
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授業内容 詳 細

(1) の簡単な操作説明iPad
１ に慣れ (2)文字入力の練習iPad

ページにアクセスしてアンケートによう (3)Web
答える システム活用)(e-learning

(1) のページにアクセスe-learning
２ (2)山中教授の英語のインタビュー(約10英語のインタ

分)を自分のペースで聴いて、印象にビューを聞こう
残った英文を書き取る。(繰り返し何
度聞いてもよい)

(3) のページに自分の聴き取e-learning
った英文と、コメントを入力する(ク
ラスメートにも公開)

(1) で作成した自作デジiBooks Author
３ デジタル教科 タルテキストを使って音読練習

書を使って学 (2)ペアで発音チェック
習しよう (3)グループで発音チェック

(4)全体で音読練習
(5)内容理解の問題に取り組む
(6)英語の質問に対する自分の答えを

のページに書き込むLMS
（ を利用）Realtime LMS

この結果からみれば 「学習に を使ってみ、 iPad

たい」という生徒は95％でかなりモチベーション

が高い。また「効果がある」と考える生徒も93.5

％で 「使ってみたい」という理由に学習効果があ、

ると考えていることがわかる。さらに操作につい

ては、 を用いて 閲覧、日本語入力を体iPad Web

験した後のアンケートで 「むずかしい」と感じた、

生徒は4.3％だけでほとんどの生徒は違和感なく

を操作できたと感じている様子である。iPad

２.３.２ を用いた授業iPad

を用いた授業の詳細は以下の通りである。iPad

「 」（ ）２ 英語のインタビューを聞こう 画像５，６

では10分ほどのインタビュービデオを一人１台の

で見て内容を聴き取り、英文を書き取る。こiPad

の授業では学習者が

自分のペースでイン

タビューを聞くこと

ができ、判りにくい

箇所は何度でも聴き

返すことができるの

が を使う利点でiPad

ある。また を使iPad

用する場合、ヘッドセットで聴く、スピーカーで

聴く、と自由なスタイルで聴けるため学習者はリ

画像５ 

ラックスして聴くことに集中できる様子もみられ

た この授業は専ら個人学習がメインであるが 聴。 、「

く」→（英文の理解）→「書く 、 ページで」 Web

学習者がお互いの発表を交流するというインタラ

クティブな授業が展開でき また学習者同士の 学、 「

び合い」が図れた。

「３ デジタル教科書を使って学習しよう」では

を用いて自作のデジタルテキストiBooks Author

、 。（ ）を作成し 次のような授業の流れを考えた 図２

授業の流れ（一斉授業）

音読練習 音読練習 内容理解 発表

自己表現 まとめペア･グループ

（個別） →全体 協同 （個別） 全体（ ）

（聴く→読む→聴く→読む→英文理解→書く→話す）

英語の４技能の組み合わせ

図２ 授業の流れ（イメージ）

この授業（ 参照）では、一斉授業の流れ画像７

の中で による個別学習を取り入れた。普段はiPad

音読練習は一斉に 音声や教師のモデルリーデCD

ィングを聴いて行うが、デジタルテキストを活用

すれば、個々の学習者が発音やイントネーション

などを各自のペースで何度も聴き返すことができ

New Crown English Series 2る。今回は教科書（

三省堂）の見開き２ページの英文(175語)を約15

分間の音読練習でスラスラ読めるまでに仕上げる

ことができた。このように が個別指導が十分iPad

に行き渡らない点をカバーし、普段の一斉授業で

は教師のフォローに限界がある部分で大きな効果

を発揮したと言える。

画像７ 
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タブレットＰＣを使った授業について表２

質問 選択肢 割合(％)

楽しかった 92.6
を使った授業はiPad

いつもと変わらない 7.4
どうでしたか

楽しくなかった 0.0

集中できた 64.2
を使った授業にiPad

いつもと変わらない 35.8
集中できたか

集中できなかった 0.0

使いやすかった 86.4
デジタルテキストは使

ふつう 11.1
いやすかったか

使いにくい 2.5

常に使ってみたい 71.6今後も今回使用したよ
うなデジタルテキスト 時々使ってみたい 28.4

使いたくない 0.0を使ってみたい

使ってみたい 91.4今後も授業で をiPad
使ってみたいと思いま どちらでもよい 8.6

使いたくない 0.0すか

２.３.３ の学習効果iPad

で３回の授業を行った後、学習者に対するiPad

アンケートを行った （ ）。 表２

アンケート結果から を用いた学習者の授業iPad

に対する学習意欲の向上は顕著である。これはフ

ューチャースクール推進事業のすべての導入校に

［１］関しても、同様の結果がでている。

今後に向けても を授業で使いたいという学iPad

習者が91.4％、デジタル教科書を使ってみたいと

いう学習者が100％という結果から、 やデジiPad

タルテキストを授業で活用することに対する学習

者の期待の高さがうかがえる。

を用いた授業後の感想を聞いたところ 自iPad 、「

分のペースで発音練習ができたし、デジタルテキ

ストも使いやすかった 「自分の苦手なところを。」

見つけて、練習できる 「短時間で集中して授業。」

。」「 、に取り組むことができる 先生と読んでいると

発音が分からなくてもスルーだったけど、自分の

ペースで練習できるから何度も練習できた （個。」

別学習からペア、グループの協同学習を行ったこ

とに対しては 「自分達で練習して確認し合うこと）

、 、で 自分のペースで音読練習することもできたし

できていないところを確認し合ったりすることが

できたのでとても良かった 「デジタルテキスト。」

を使って授業を受けたほうが楽しく学べて頭に入

ると思った 」と肯定的な感想が多かった。一方、。

デジタルテキストが使いにくいと答えた学習者は

「使いにくいというわけではないが、紙の方が集

中できると思ったから。」「ノートに字を書いて受け

。」 。る授業の方が頭に入るから と感想を述べている

３ まとめ

さまざまな 機器を用いて行った授業を通しICT

て得られたことは次のようにまとめられる。

(1) を活用すれば様々な学習形態を効率よくICT

授業に取り入れることができ（ブレンディッ

ドラーニング 、学習に対する意欲や集中力が）

向上する。

(2) デジタルテキストを用いれば個々の学習者に

応じた学習環境が同一授業内で提供できる。

(3) ブレンディッドラーニングの中でペア、グルー

プによる協同学習が威力を発揮し、学習者の

理解を深め、英語の運用力を高めることがで

き 、また学習者同士の「学び合い」ができる｡［２］

ICT PCの利活用については 紙 タブレット、「 、 、

にはそれぞれの特性に応じた適切な学習がある」

（白鴎大 赤堀 「従来の学力を前提に考えて） 、［３］

いる限り、デジタル教科書を使ったとしても劇的

。 、な効果が上がることはない 21世紀型スキルなど

これから求められる学力についても効果検証を行

う必要がある （豊福 国際大 など様々な指摘」 ）［３］

がある。 を有効活用するには、それぞれの機ICT

器の特性をよく理解することと 「新しい学び」を、

創造する教師の授業力にかかっていると言っても

過言ではない。
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